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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、光学部材が設けられた第１面と、前記第１面と交差する第２面と、前記第
１面と交差し且つ前記第２面に対向する第３面と、前記光学部材の光照射面の周囲全体を
囲むように、前記第１面に取着されるカバー部材とを有し、
　前記光学部材は、前記第１面と前記第２面とにより形成される端部よりも前記第１面と
前記第３面とにより形成される端部に近い位置に配置され、
　前記第２面は、着脱可能に構成された蓋部材で構成されていることを特徴とする液体収
容容器。
【請求項２】
　一側面に開口部を有するケースと、
　前記開口部を覆い、前記ケースに取着可能な蓋部材と、
　前記ケース内に形成され、液体を収容可能な液体収容室と、
　前記液体収容室に配置され、その一部が前記ケースの下面に露出する光学部材と、
　前記光学部材の光照射面の周囲全体を囲むように、前記ケースの下面に対して取着され
る前記カバー部材とを備え、
　前記光学部材は、前記ケースにおける当該ケースに対する前記蓋部材の取着方向の中央
部よりも当該取着方向において前記蓋部材から離れた側となる位置に配置されていること
を特徴とする液体収容容器。
【請求項３】
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　前記ケースの下面における前記開口部側の端部には、凸部が形成され、
　前記蓋部材には、前記凸部と嵌合可能な凹部が形成されていることを特徴とする請求項
２に記載の液体収容容器。
【請求項４】
　前記凸部は、前記ケースに対する前記蓋部材の取着方向において前記光学部材とは非対
向となる位置に配置されていることを特徴とする請求項３に記載の液体収容容器。
【請求項５】
　前記光学部材は、前記ケースの下面におけるコーナー部において露出しており、
　前記蓋部材には、当該蓋部材を前記ケースに取着した際に当該ケースにおける前記開口
部と隣接する複数の側面のうち前記光学部材側の側面に重なるように配置され、前記蓋部
材が取着された前記ケースを正しい姿勢向きで装着部に挿入して装着する際に前記装着部
側に設けられた嵌合部に嵌合される被嵌合部が設けられていることを特徴とする請求項２
に記載の液体収容容器。
【請求項６】
　液体噴射装置に液体を供給可能に構成され、
　前記第３面と交差する第４面と、
　前記第４面と対向する第５面と、
　前記液体噴射装置に液体を供給する姿勢において、前記液体噴射装置側に設けられた部
材と嵌合する被嵌合部と
をさらに備え、
　前記光学部材は、前記第１面と前記第４面とにより形成される端部よりも前記第１面と
前記第５面とにより形成される端部に近い位置に配置され、
　前記被嵌合部は、前記第５面に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の液体
収容容器。
【請求項７】
　前記ケースにおける前記開口部と隣接する複数の側面のうち前記光学部材側の側面にお
ける当該光学部材側の端部には、凹凸部が形成されていることを特徴とする請求項２に記
載の液体収容容器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばインクなどの液体が収容される液体収容容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液体収容容器の一種であるインクカートリッジとしては、内部に収容されたイン
クの有無を外部から照射した光の反射状態に基づいて検出するためのプリズム（光学部材
）を備えたものが知られている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　こうしたインクカートリッジは、一側面が開口した容器本体（ケース）に当該開口を塞
ぐように蓋部材が組み付けられるとともに、容器本体に当該容器本体の下面から一部が露
出するようにプリズムが設けられた構成になっている。そして、このようなインクカート
リッジは、通常、インクジェット式プリンター（液体噴射装置）に装着されて、主収容部
に収容されたインクが用紙などの印刷に使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２０６９３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ところで、上述のようなインクカートリッジでは、容器本体において蓋部材とプリズム
とが極めて近い位置にある構成になっている。このため、容器本体に蓋部材を組み付ける
際に、プリズムが蓋部材と接触して傷つくおそれがあるという問題がある。また、組み付
け後であっても、プリズムが他の部材と接触して傷つくおそれがある。
【０００６】
　なお、こうした問題は、インク以外の液体を収容する液体収容容器においても、概ね共
通したものとなっている。
　本発明は、このような従来技術に存在する問題点に着目してなされたものである。その
目的とするところは、光学部材が蓋部材と接触して傷つくことを抑制することが可能な液
体収容容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以下、上記課題を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
　上記課題を解決する液体収容容器は、少なくとも、光学部材が設けられた第１面と、前
記第１面と交差する第２面と、前記第１面と交差し且つ前記第２面に対向する第３面とを
有し、前記光学部材は、前記第１面と前記第２面とにより形成される端部よりも前記第１
面と前記第３面とにより形成される端部に近い位置に配置され、前記第２面は、着脱可能
に構成された蓋部材で構成されている。
【０００８】
　上記構成によれば、光学部材が蓋部材から離れた位置に配置されるため、蓋部材を取着
する際に光学部材が蓋部材と接触して傷つくことを抑制することが可能となる。
　上記課題を解決する液体収容容器は、一側面に開口部を有するケースと、前記開口部を
覆い、前記ケースに取着可能な蓋部材と、前記ケース内に形成され、液体を収容可能な液
体収容室と、前記液体収容室に配置され、その一部が前記ケースの下面に露出する光学部
材とを備え、前記光学部材は、前記ケースにおける当該ケースに対する前記蓋部材の取着
方向の中央部よりも当該取着方向において前記蓋部材から離れた側となる位置に配置され
ている。
【０００９】
　上記構成によれば、光学部材が蓋部材から離れた位置に配置されるため、ケースに蓋部
材を取着する際に光学部材が蓋部材と接触して傷つくことを抑制することが可能となる。
　上記液体収容容器において、前記光学部材は、前記ケースの下面に取着されるカバー部
材によって部分的に覆われていることが好ましい。
【００１０】
　上記構成によれば、カバー部材によって光学部材を保護することが可能となる。
　上記液体収容容器において、前記ケースの下面における前記開口部側の端部には、凸部
が形成され、前記蓋部材には、前記凸部と嵌合可能な凹部が形成されていることが好まし
い。
【００１１】
　上記構成によれば、蓋部材に凹部が設けられているため、ケースにおける開口部とは反
対側に蓋部材を取着しようとして凹部が光学部材に接触した場合でも、蓋部材に凸部を設
けて当該凸部が光学部材に接触する場合に比べて、光学部材が傷つくことを抑制すること
が可能となる。
【００１２】
　上記液体収容容器において、前記凸部は、前記ケースに対する前記蓋部材の取着方向に
おいて前記光学部材とは非対向となる位置に配置されていることが好ましい。
　上記構成によれば、蓋部材の凹部は、ケースに対する蓋部材の取着方向において、ケー
スの凸部と対向する位置に設けられるものの、光学部材とは非対向となる位置に設けられ
ているため、ケースにおける開口部とは反対側に蓋部材を取着しようとした場合に、凹部
が光学部材に接触することを回避させることが可能となる。
【００１３】
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　上記液体収容容器において、前記カバー部材は、前記光学部材の周囲全体を囲むように
、前記ケースの下面に対して取着されることが好ましい。
　上記構成によれば、カバー部材によって光学部材を複数方向からの外力に対して効果的
に保護することが可能となる。
【００１４】
　上記液体収容容器において、前記光学部材は、前記ケースの下面におけるコーナー部に
おいて露出しており、前記蓋部材には、当該蓋部材を前記ケースに取着した際に当該ケー
スにおける前記開口部と隣接する複数の側面のうち前記光学部材側の側面に重なるように
配置され、前記蓋部材が取着された前記ケースを正しい姿勢向きで装着部に挿入して装着
する際に前記装着部側に設けられた嵌合部に嵌合される被嵌合部が設けられていることが
好ましい。
【００１５】
　上記構成によれば、蓋部材が取着されたケースを誤って姿勢向きを逆にして装着部に挿
入しようとした場合には、被嵌合部が装着部の嵌合部に嵌合せずに、例えば装着部の側壁
等に当たることで、ケースにおける光学部材側の部分が誤った姿勢向きのままで装着部に
挿入されることが回避される。したがって、蓋部材が取着されたケースを装着部に誤装着
しようとした場合でも、被嵌合部によって光学部材が装着部にぶつかることが抑制される
ので、光学部材を保護することが可能となる。
【００１６】
　上記液体収容容器において、液体噴射装置に液体を供給可能に構成され、前記第３面と
交差する第４面と、前記第４面と対向する第５面と、前記液体噴射装置に液体を供給する
姿勢において、前記液体噴射装置側に設けられた部材と嵌合する被嵌合部とをさらに備え
、前記光学部材は、前記第１面と前記第４面とにより形成される端部よりも前記第１面と
前記第５面とにより形成される端部に近い位置に配置され、前記被嵌合部は、前記第５面
に設けられていることが好ましい。
【００１７】
　上記構成によれば、誤って姿勢向きを逆にして液体噴射装置に装着しようとした場合に
は、被嵌合部が液体噴射装置側に設けられた部材に嵌合せずに、例えば液体噴射装置の他
の部材等に当たることで、誤った姿勢向きのままで液体噴射装置に装着されることが回避
される。したがって、液体噴射装置に誤装着しようとした場合でも、被嵌合部によって光
学部材が液体噴射装置を構成する部材にぶつかることが抑制されるので、光学部材を保護
することが可能となる。
【００１８】
　上記液体収容容器において、前記ケースにおける前記開口部と隣接する複数の側面のう
ち前記光学部材側の側面における当該光学部材側の端部には、凹凸部が形成されているこ
とが好ましい。
【００１９】
　上記構成によれば、ユーザーがケースにおける光学部材側の側面の端部に形成された凹
凸部に指を掛けることで、ユーザーがケースを安定して持つことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施形態のインクカートリッジを上側から見たときの斜視図。
【図２】図１のインクカートリッジを下側から見たときの斜視図。
【図３】同インクカートリッジを右側から見たときの分解斜視図。
【図４】同インクカートリッジを左側から見たときの分解斜視図。
【図５】同インクカートリッジのケース内に補強部材を配置したときの斜視図。
【図６】同インクカートリッジのケースの斜視図。
【図７】図６の要部拡大斜視図。
【図８】図７の断面図。
【図９】同インクカートリッジをカートリッジホルダーに装着するときの状態を前側から
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見たときの斜視図。
【図１０】同インクカートリッジをカートリッジホルダーに装着するときの状態を後側か
ら見たときの斜視図。
【図１１】同インクカートリッジの第１インク室の拡大斜視図。
【図１２】同インクカートリッジの第２インク室の拡大斜視図。
【図１３】同インクカートリッジのケースの左側面図。
【図１４】同インクカートリッジのケースの右側面図。
【図１５】同インクカートリッジのケースの平面図。
【図１６】同インクカートリッジのケースの底面図。
【図１７】同インクカートリッジの補強部材を下側から見たときの斜視図。
【図１８】同インクカートリッジの補強部材を上側から見たときの斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、液体収容容器を、液体噴射装置の一種であるインクジェット式プリンター（以下
、「プリンター」と略称する）に装着されて使用されるインクカートリッジに具体化した
一実施形態を図面に従って説明する。なお、以下の説明において、「前後方向」、「左右
方向」、「上下方向」をいう場合は図１に矢印で示す前後方向、左右方向、上下方向をそ
れぞれ示すものとする。
【００２２】
　図１及び図４に示すように、液体収容容器の一例としてのインクカートリッジ１１は、
合成樹脂（本実施形態では、ポリプロピレン（ＰＰ））によって構成され、左側面（一側
面）に開口部１２を有する略矩形箱状をなすケース１３を備えている。ケース１３内にお
ける上下方向のほぼ中央部から上側には、後側から前側に向かって第１空気室１４、第１
インク室１５（第１液体収容室）、及び第３インク室１６が順に並ぶように且つ互いに同
じ高さとなるようにそれぞれ側壁（隔壁）によって区画形成されている。
【００２３】
　一方、ケース１３内における上下方向のほぼ中央部から下側には、後側から前側に向か
って第２空気室１７及び第２インク室１８（第２液体収容室）が順に並ぶように且つ互い
に同じ高さとなるようにそれぞれ側壁（隔壁）によって区画形成されている。すなわち、
第１空気室１４の下側に第２空気室１７が形成され、第１インク室１５及び第３インク室
１６の下側に第２インク室１８が配置されている。
【００２４】
　また、図２及び図４に示すように、第２インク室１８における第２空気室１７側の端部
であって且つ、第２インク室１８の底面側の端部には、第３空気室３６が設けられている
。第３空気室３６は、インクカートリッジ１１内にインクが充填される際に用いられる。
具体的には、インクカートリッジ１１は、インクが充填される際に、内部が減圧される。
この第３空気室３６は、減圧ポンプ（図示略）が接続される減圧孔３５と第２空気室１７
との間に位置し、第２空気室１７を介してインクカートリッジ１１内を減圧するために用
いられる。
【００２５】
　そして、インクカートリッジ１１内にインクが注入された後には、後述する第２封止フ
ィルム２８の溶着により、第２空気室１７と第３空気室３６との間に設けられた凹凸部分
とケース１３の開口部１２とが塞がれる。したがって、インクカートリッジ１１内にイン
クが注入された後の第３空気室３６は、減圧孔３５を介して外部と連通するが、インクカ
ートリッジ１１（各インク室１５，１８，１６）内とは連通しない部屋となっている。
【００２６】
　第１空気室１４、第２空気室１７、第１インク室１５、第３インク室１６、及び第２イ
ンク室１８は、全て開口部１２において開口している。第１空気室１４の前後方向の幅は
、第２空気室１７の前後方向の幅と同じになっている。第１インク室１５の前後方向の幅
は、第３インク室１６の前後方向の幅よりも大きくなっている。第１インク室１５の前後
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方向の幅と第３インク室１６の前後方向の幅との和は、第２インク室１８の前後方向の幅
と同じになっている。
【００２７】
　図６に示すように、第２インク室１８を形成する収容室形成凹部１９内の底部には、第
２インク室１８よりも容積が小さい小液体収容室の一例としての第４インク室２０を形成
する小収容室形成凹部２１が設けられている。小収容室形成凹部２１は、開口部１２側と
なる左側に開口している。したがって、第４インク室２０は、第２インク室１８内に配置
されている。
【００２８】
　また、収容室形成凹部１９の深さ方向である左右方向を高さ方向とした場合、収容室形
成凹部１９の側壁の高さは、小収容室形成凹部２１の側壁の高さよりも高くなっている。
なお、ケース１３内に形成される第１～第４インク室１５，１８，１６，２０は、連通し
ているとともに、液体の一例としてのインクが収容可能な液体収容室を構成している。
【００２９】
　図３及び図６に示すように、小収容室形成凹部２１の下面（側壁の内面）には、ケース
１３の下面まで延びる略矩形状の収容孔２２が形成されている。収容孔２２には、ケース
１３の下面側から、光学部材の一例としてのプリズム部材２３が嵌合された状態で溶着さ
れている。
【００３０】
　プリズム部材２３は、ケース１３を構成する材料と同じポリプロピレン（ＰＰ）によっ
て構成され、三角柱状のプリズム部２３ａと、プリズム部２３ａを下側から支持する矩形
板状のプリズム支持部２３ｂとを備えている。この場合、プリズム部２３ａとプリズム支
持部２３ｂとは一体形成されている。
【００３１】
　図５、図７及び図８に示すように、プリズム部材２３をケース１３に溶着した状態では
、プリズム部２３ａが収容孔２２に収容されるとともに、プリズム支持部２３ｂが収容孔
２２の下端側の開口をケース１３の下面側から閉塞する。したがって、収容孔２２とプリ
ズム支持部２３ｂとによってプリズム部２３ａを収容する光学部材収容室の一例としての
収容凹部２４が形成される。すなわち、収容凹部２４にプリズム部２３ａが配置される。
【００３２】
　この場合、プリズム支持部２３ｂの下面からはプリズム部２３ａの一部が露出している
。そして、このプリズム部２３ａにおけるプリズム支持部２３ｂの下面から露出した部分
は、光が照射される光照射面２３ｃとされている。すなわち、光照射面２３ｃには、イン
クカートリッジ１１が装着されたプリンター（図示略）から光が照射され、その照射され
た光の反射状態に基づいて収容凹部２４内のインクの有無又は量がプリンターによって検
出される。
【００３３】
　また、収容凹部２４はその上方において小収容室形成凹部２１と連通するとともに、収
容凹部２４の容積は小収容室形成凹部２１の容積よりも小さくなっている。収容凹部２４
の深さは、その内部に収容されるプリズム部２３ａの高さ以上に設定される。本実施形態
では、収容凹部２４の深さは、プリズム部２３ａの高さよりも若干深くなるように設定さ
れている。
【００３４】
　換言すれば、インクカートリッジ１１がプリンター（図示略）に装着された状態におい
て、収容凹部２４を形成する壁（第４壁）の底面１８ａからの高さはプリズム部材２３の
底面１８ａからの高さよりも高く、収容凹部２４はプリズム部材２３の最も高い位置より
も上方で小収容室形成凹部２１（第２インク室２０）と連通する。
【００３５】
　図４～図６に示すように、小収容室形成凹部２１の開口は、第１封止部材（封止部材）
の一例としての矩形状の第１封止フィルム２５を小収容室形成凹部２１の側壁の先端面２
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６に溶着することによって封止される。したがって、小収容室形成凹部２１の側壁の先端
面２６は、第１封止フィルム２５の第１溶着部として機能する。また、ケース１３におけ
る第１空気室１４、第２空気室１７、第１インク室１５、第３インク室１６、及び第２イ
ンク室１８の側壁の先端面には凸条２７が形成されている。
【００３６】
　そして、ケース１３の開口部１２は、第２封止部材（封止部材）の一例としての矩形状
の第２封止フィルム２８を凸条２７に溶着することによって封止される。したがって、凸
条２７は、第２封止フィルム２８の第２溶着部として機能する。この場合、小収容室形成
凹部２１の側壁の先端面２６の幅は、凸条２７の幅よりも大きい。
【００３７】
　すなわち、小収容室形成凹部２１の側壁の厚さは、凸条２７の厚さよりも厚い。したが
って、第１封止フィルム２５の小収容室形成凹部２１の側壁の先端面２６に対する溶着強
度は、第２封止フィルム２８の凸条２７に対する溶着強度よりも強い。
【００３８】
　本実施形態における第１封止フィルム２５は、ポリプロピレン（ＰＰ）層と、ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）層と、ポリアミド（ナイロン）層とを含む多層フィルムに
よって構成されている。一方、本実施形態における第２封止フィルム２８は、ポリプロピ
レン（ＰＰ）層と、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）層と、ポリアミド（ナイロン
）層と、印刷層と、インクの蒸発抑制機能を有するバリア層とを含む多層フィルムによっ
て構成されている。
【００３９】
　図４及び図５に示すように、収容室形成凹部１９内（第２インク室１８）には、ケース
１３を補強するための補強部材２９が配置される。補強部材２９は、図１７及び図１８に
示すように、Ｖ字板状の補強部２９ａと、補強部２９ａの内側間に架設された板状の梁部
２９ｂとを備えている。補強部材２９は、収容室形成凹部１９内に配置された状態では、
収容室形成凹部１９における上側に位置する前後の両コーナー部と、収容室形成凹部１９
の下面（側壁の内面）における前後方向の中央部との３箇所において当接する。
【００４０】
　そして、ケース１３には、第１封止フィルム２５が溶着されて補強部材２９が取着され
た後に、第２封止フィルム２８が溶着される。その後、ケース１３には、開口部１２全体
を第２封止フィルム２８の上から覆うように略矩形板状の蓋部材３０が着脱可能に取着さ
れる。
【００４１】
　図１、図２及び図４に示すように、蓋部材３０は、矩形板状の蓋本体３１と、蓋本体３
１の前端縁から右方向へ直角に延びる矩形板状の前舌片部３２と、蓋本体３１の後端縁か
ら右方向へ直角に延びる矩形板状の後舌片部３３と、蓋本体３１の下端縁から右方向へ直
角に延びる矩形板状の下舌片部３４とを備えている。
【００４２】
　前舌片部３２及び後舌片部３３の高さは蓋本体３１の高さの半分強に設定され、下舌片
部３４の幅（前後方向の長さ）は、蓋本体３１の幅（前後方向の長さ）と同じになってい
る。前舌片部３２及び後舌片部３３の下端は、下舌片部３４の前後方向の両端とそれぞれ
連結されている。
【００４３】
　そして、この蓋部材３０がケース１３に取り付けられたインクカートリッジ１１は、図
１及び図２に示されている。インクカートリッジ１１は、プリズム部材２３が設けられた
第１面（下面）と、第１面と交差する第２面（左側面）と、第１面と交差し且つ第２面と
対向する第３面（右側面）と、第１面、第２面、及び第３面と交差する第４面（後側面）
と、第４面と対向する第５面（前側面）と、第１面と対向する第６面（上面）とを有して
いる。
【００４４】
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　すなわち、第２面は蓋本体３１によって構成され、開口部１２はインクカートリッジ１
１の第２面に対応する。また、前舌片部３２は第５面の一部を構成し、後舌片部３３は第
４面の一部を構成し、下舌片部３４は第１面の一部を構成している。
【００４５】
　図２及び図３に示すように、プリズム部材２３は、ケース１３の下面の前端部における
右端部（右前のコーナー部）において一部が露出するように配置されている。換言すれば
、プリズム部材２３は、第１面において、第１面と第２面とにより形成される端部よりも
、第１面と第３面とにより形成される端部に近い位置に、その一部が露出するように配置
されていると言える。また、プリズム部材２３は、第１面において、第１面と第４面とに
より形成される端部よりも、第１面と第５面とにより形成される端部に近い位置に、その
一部が露出されるように配置されていると言える。
【００４６】
　ケース１３の下面におけるプリズム部材２３の一部が露出した部分に対して後側で隣り
合う位置には、ケース１３内のインク流路（液体流路）の一部を形成する流路形成凹部４
０が形成されている。ケース１３の下面には、流路形成凹部４０を封止する矩形状の下フ
ィルム４１が貼着されている。
【００４７】
　さらに、ケース１３の下面（第１面）には、露出したプリズム部材２３の一部と下フィ
ルム４１とを覆うように、矩形板状のカバー部材４２が取着されている。カバー部材４２
におけるプリズム部材２３の光照射面２３ｃと対応する位置には、略正方形状をなす貫通
孔４２ａが形成されている。このため、カバー部材４２をケース１３の下面に取着した状
態では、貫通孔４２ａからプリズム部材２３の光照射面２３ｃが露出する。
【００４８】
　したがって、カバー部材４２は、プリズム部材２３の光照射面２３ｃの周囲全体を囲む
ようにケース１３の下面に取着されている。すなわち、プリズム部材２３は、ケース１３
の下面に取着されるカバー部材４２によって部分的に覆われている。
【００４９】
　図２、図４及び図５に示すように、プリズム部材２３は、ケース１３の下面におけるプ
リズム部材２３の露出位置が、ケース１３におけるケース１３に対する蓋部材３０の取着
方向（左右方向）の中央部よりも当該取着方向において蓋部材３０から離れた側となるよ
うに配置されている。すなわち、プリズム部材２３は、ケース１３の下面において、ケー
ス１３における蓋部材３０が取着される左側とは反対側となる右端部で露出するように配
置されている。
【００５０】
　ケース１３の下面（第１面）における開口部１２側（第２面側）となる左側の端部（第
１面と第２面とにより形成される端部）には、前後一対の凸部４３が形成されている。各
凸部４３は、ケース１３の下面における前後方向の両端部（第１面と第４面とにより形成
される端部、及び第１面と第５面とにより形成される端部）にそれぞれ配置されている。
【００５１】
　この場合、各凸部４３は、ケース１３に対する蓋部材３０の取着方向（左右方向又は第
２面から第３面に向かう方向）において、プリズム部材２３（光照射面２３ｃ）と対向し
ない非対向となる位置に配置される。すなわち、各凸部４３は、左右方向においてプリズ
ム部材２３（光照射面２３ｃ）と対応しない位置に配置される。
【００５２】
　蓋部材３０の下舌片部３４における各凸部４３と対応する位置には、蓋部材３０をケー
ス１３に取着した際に各凸部４３と嵌合される凹部３４ａがそれぞれ形成されている。各
凹部３４ａは、下舌片部３４を左右方向に切り欠くことによって形成される。また、蓋部
材３０の前舌片部３２は、蓋部材３０をケース１３に取着した際に、ケース１３における
開口部１２と隣接する前後の両側面のうちプリズム部材２３（光照射面２３ｃ）側となる
前側面の左端部に重なるように配置されている。
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【００５３】
　換言すれば、前舌片部３２は、第５面であって、第５面と第３面とにより形成される端
部よりも、第５面と第２面とにより形成される端部に近い位置に形成されていると言える
。また、前舌片部３２は、第５面であって、第５面と第６面とにより形成される端部より
も、第５面と第１面とにより形成される端部に近い位置にその大部分が設けられている。
ここで、大部分とは前舌片部３２の面積の５０％以上をいう。
【００５４】
　図９及び図１０に示すように、前舌片部３２の外側（前側）の面には、インクカートリ
ッジ１１をプリンター（図示略）が有するキャリッジ４４に一体形成された装着部の一例
としてのカートリッジホルダー４５に誤装着されることを抑制するための被嵌合部の一例
としての嵌合凸条３２ａが設けられている。
【００５５】
　嵌合凸条３２ａは、所謂誤挿入防止部材であり、インクカートリッジ１１を正しい姿勢
向きでカートリッジホルダー４５に上側から挿入して装着する際に、カートリッジホルダ
ー４５内における嵌合凸条３２ａと対応する位置に設けられた嵌合部の一例としての嵌合
凹条４６と嵌合する。換言すれば、嵌合凸条３２ａは、インクカートリッジ１１がプリン
ター（図示略）に装着されてインクを供給している姿勢において、プリンター側に設けら
れた嵌合凹条４６と嵌合する。
【００５６】
　インクカートリッジ１１の嵌合凸条３２ａは、例えば使用される国ごとに形状が異なっ
ており、同じ国で使用されるプリンターのカートリッジホルダー４５の嵌合凹条４６とし
か嵌合されないようになっている。したがって、例えば日本で販売されるインクカートリ
ッジ１１がアメリカで販売されるプリンターのカートリッジホルダー４５に装着できない
ようになっている。なお、キャリッジ４４は、左右方向に往復移動可能になっている。
【００５７】
　図２及び図４に示すように、ケース１３における開口部１２と隣接する前後の両側面の
うちプリズム部材２３（光照射面２３ｃ）側となる前側面の右端部（プリズム部材２３側
の端部）における上端部には、凹部又は凸部である凹凸部４７が形成されている。
【００５８】
　換言すれば、凹凸部４７は、第５面であって、第５面と第１面とが形成する端部よりも
、第５面と第６面とが形成する端部に近い位置に形成されているといえる。また、凹凸部
４７は、第５面であって、第５面と第２面とが形成する端部よりも、第５面と第３面とが
形成する端部に近い位置に形成されているといえる。この凹凸部４７は、ユーザーがイン
クカートリッジ１１を持つ際に指を掛けることで、滑り止めとして機能しうる。
【００５９】
　図１１に示すように、第１インク室１５内の下端部の前端部における右端部には、第１
インク室１５内に収容されたインクを下流側へ流出可能とする流出口５０が形成されてい
る。第１インク室１５内の底面１５ａにおける前端部には、左右方向に延びるように凹溝
５１（第１凹溝）が形成されている。
【００６０】
　すなわち、凹溝５１は、第１インク室１５内の底面１５ａの前端部における左端から右
端に位置する流出口５０に向かって延びているとともに、流出口５０と繋がっている。そ
して、凹溝５１は、凹溝５１に流入したインクを流出口５０まで導くようになっているた
め、インク（液体）を誘導する液体誘導部として機能する。
【００６１】
　また、凹溝５１は流出口５０に近い側の断面積が流出口５０から遠い側の断面積よりも
小さくなっている。これは、凹溝５１の第１の位置における重力方向の断面積は、第１の
位置よりも流出口５０から遠い第２の位置における重力方向の断面積より小さいとも表現
することができる。なお、凹溝５１は、左側から右側へ向かうにつれて、すなわち、流出
口５０に近づくにつれて徐々に断面積が小さくすることもできる。さらに、凹溝５１は少
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なくとも一部が流出口５０に向かうほど低くなるように傾斜している。
【００６２】
　またさらに、凹溝５１は、第１インク室１５内の底面１５ａと壁面５２ａ（側面）が交
差する第１インク室１５の前側の側壁５２に隣接している。すなわち、凹溝５１は、側壁
５２の壁面５２ａに沿って流出口５０まで延びている。これは、インク室１５を形成する
底面１５ａと壁面５２ａによって、凹溝５１が形成されているとも表現することができる
。
【００６３】
　図６及び図１２に示すように、第２インク室１８内の底面１８ａの前後方向の中央部に
おける右端部には、第２インク室１８内に収容されたインクを下流側へ流出可能とする流
出口５３が形成されている。第２インク室１８内の底面１８ａにおける前後方向の中央部
には、左右方向に延びるように凹溝５４（第２凹溝）が形成されている。
【００６４】
　すなわち、凹溝５４は、第２インク室１８内の底面１８ａの前後方向の中央部における
左端から右端に位置する流出口５３に向かって延びている。そして、凹溝５４は、凹溝５
４に流入したインクを流出口５３まで導くようになっているため、インク（液体）を誘導
する液体誘導部として機能する。
【００６５】
　また、凹溝５４は流出口５３に近い側の断面積が流出口５３から遠い側の断面積よりも
小さくなっている。すなわち、凹溝５４は、左側から右側へ向かうにつれて、すなわち、
流出口５３に近づくにつれて徐々に断面積が小さくなっている。さらに、凹溝５４は流出
口５３に向かうほど低くなるように傾斜している。
【００６６】
　図１１及び図１２に示すように、第２インク室１８の凹溝５４は、第１インク室１５の
凹溝５１よりも断面積が小さくなっている。すなわち、第２インク室１８の底面１８ａを
形成する壁部の前後方向の中央部から凹溝５４までの距離は、第１インク室１５の底面１
５ａを形成する壁部の前後方向の中央部から凹溝５１までの距離よりも短くなっている。
【００６７】
　換言すれば、両凹溝５１，５４のうち、第２インク室１８の底面１８ａを形成する壁部
の前後方向の中央部に近い側の凹溝５４の断面積は、第１インク室１５の底面１５ａを形
成する壁部の前後方向の中央部から遠い側の凹溝５１の断面積よりも小さくなっている。
【００６８】
　さらに、凹溝５１と、底面１５ａに交差する側壁５２との距離は、凹溝５４と、底面１
８ａに交差する側壁（第２インク室１８を形成する側壁）との距離よりも短くなっている
。すなわち、凹溝５１における流出口５０から所定距離だけ離れた位置の重力方向の断面
積は、凹溝５４における流出口５３から同じ所定距離だけ離れた位置の重力方向の断面積
よりも大きいと表現することもできる。
【００６９】
　図１２に示すように、第２インク室１８の底面１８ａ上には、流出口５３を前後方向に
おいて挟むように、２つの四角柱状のブロック部材５５が設けられている。この場合、各
ブロック部材５５は、第２インク室１８の底面１８ａと小収容室形成凹部２１の側壁とを
繋ぐように設けられている。各ブロック部材５５の底面１８ａと交差する側面における底
面１８ａと隣接する位置には、底面１８ａに沿って延びる溝５５ａが凹溝５４に向けて形
成されている。
【００７０】
　図１及び図３に示すように、ケース１３の右側面には、当該右側面全体を覆うように矩
形状の右フィルム６０が貼着されている。また、ケース１３の上面における右端部には、
帯状の上フィルム６１が貼着されている。ケース１３の後側面の上端部における右端部か
らは弾性変形可能に形成された係合レバー６２が後斜め上方に向けて延設され、その係合
レバー６２の表面となる後側面の中央部には、係止爪６２ａが水平方向に沿うように突設
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されている。
【００７１】
　したがって、インクカートリッジ１１は、図９及び図１０に示すように、プリンター（
図示略）のカートリッジホルダー４５に装着された場合に、係合レバー６２が弾性変形す
るとともに、その係止爪６２ａがカートリッジホルダー４５内の係止爪６２ａと対応する
位置に設けられた係止凹部６３に係止するようになっている。そして、係止爪６２ａが係
止凹部６３に係止することで、インクカートリッジ１１がカートリッジホルダー４５に対
して位置決め状態で係止されるようになっている。
【００７２】
　図３、図９及び図１０に示すように、ケース１３の後側面における係合レバー６２より
も下側の位置には、半導体記憶素子を実装した回路基板６４が設けられ、その半導体記憶
素子には、インクカートリッジ１１に関する各種情報（例えば、インク残量情報など）が
記憶されている。
【００７３】
　そして、回路基板６４は、その表面に露出した端子６４ａが、インクカートリッジ１１
がプリンター（図示略）のカートリッジホルダー４５に装着された際に、そのカートリッ
ジホルダー４５に設けられた接続端子６５と接触することにより、プリンター側の制御装
置（図示略）との間で各種情報を受け渡しする。
【００７４】
　ケース１３の上面には、ケース１３内に大気中から空気を導入するための大気開放孔６
６が設けられている。一方、ケース１３の下面には、インクカートリッジ１１がプリンタ
ー（図示略）のカートリッジホルダー４５に装着された際に、カートリッジホルダー４５
に設けられたインク供給針（図示略）が嵌入される供給口６７が開口形成されている。
【００７５】
　すなわち、インクカートリッジ１１は、大気開放孔６６からケース１３内に空気を導入
しつつ、供給口６７からインクをケース１３の外方であるプリンター（図示略）側に導出
して供給する開放型のインクカートリッジとして構成されている。
【００７６】
　大気開放孔６６は、フィルム６８により封止されている。このフィルム６８は、インク
カートリッジ１１をプリンター（図示略）のカートリッジホルダー４５に装着して使用状
態とする前に、ユーザーによって剥がされる。そして、このフィルム６８の剥離により、
大気開放孔６６が外部に露出し、インクカートリッジ１１のケース１３内が大気に連通さ
れる。
【００７７】
　また、同様に供給口６７もフィルム６９により封止されている。そして、このフィルム
６９は、インクカートリッジ１１がプリンター（図示略）のカートリッジホルダー４５に
装着された際に、そのカートリッジホルダー４５に設けられたインク供給針（図示略）に
よって突き破られる。
【００７８】
　供給口６７内には、カートリッジホルダー４５側のインク供給針（図示略）の供給口６
７内への嵌入を許容するエラストマー等からなる環状のシール部材７０と、このシール部
材７０に着座する供給弁７１と、この供給弁７１をシール部材７０に向けて付勢するコイ
ルばね７２とが収容されている。すなわち、供給口６７は、コイルばね７２に付勢された
供給弁７１がシール部材７０に圧接することにより、常にケース１３外へのインクの流出
が規制された閉塞状態となっている。
【００７９】
　その一方、カートリッジホルダー４５側のインク供給針（図示略）が供給口６７内に嵌
入された場合には、そのインク供給針に押されて供給弁７１がコイルばね７２の付勢力に
抗して供給口６７の内奥へ移動してシール部材７０から離間する。これにより、供給口６
７は、ケース１３外へのインクの流出が許容された開放状態となる。
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【００８０】
　供給口６７が開放状態になると、インクカートリッジ１１内のインクは、供給口６７内
に形成されたキー溝（図示略）等を通りインク供給針に供給される。このキー溝は、周知
の溝構成を採用することができる（例えば、特開２０１０－２８４９０１号公報の図９で
示す溝５５）。また、特開２０１０－２８４９０１号公報では、キー溝を一つとしている
構成であるが、本実施形態では、圧力損失を抑制するためにキー溝を二つ以上設けること
としてもよい。キー溝を二つ以上設ける場合には、１８０度間隔で設けることにより効率
的に圧力損失を抑制することができる。
【００８１】
　図３及び図１３に示すように、ケース１３の右面側には、差圧弁７３を収容する円形凹
状の差圧弁収容室７４と、矩形凹状の気液分離室７５とが形成されている。差圧弁収容室
７４内には、弾性変形可能な略円板状の弁体７６と、差圧弁収容室７４の開口を覆う弁蓋
７７と、この弁蓋７７と弁体７６との間に介在されるコイルばね７８とが収容されている
。差圧弁収容室７４は第４インク室２０と供給口６７との間に位置しているため、差圧弁
７３は、第４インク室２０と供給口６７との間を連通するインク流路（液体流路）の途中
に介在することになる。
【００８２】
　気液分離室７５の内底面には、その内側面に沿って矩形環状の突条７９が形成され、こ
の突条７９の頂部に整合するように矩形状をなす気液分離膜８０が貼着されている。この
気液分離膜８０は、気体を通過させる一方で、液体の通過は遮断する素材からなり、気体
（空気）と液体（インク）とを分離する機能を有している。すなわち、この気液分離膜８
０は、大気開放孔６６（図９参照）と第１インク室１５との間を連通する通路の途中に介
在して、第１インク室１５内のインクが大気開放孔６６からケース１３外へ流出しないよ
うにしている。
【００８３】
　次に、図１３～図１６を参照しながら、大気開放孔６６から第１インク室１５内に至る
までの大気連通路の通路構造について説明する。
　図１４及び図１５に示すように、ケース１３における大気開放孔６６の下側には、一端
側が大気開放孔６６と連通するとともに他端側がケース１３の右側面における前上端部に
開口する通路９０が形成されている。ケース１３の右側面における通路９０の後側には、
蛇行状の細溝９１が、通路９０と気液分離室７５とを連通するように形成されている。
【００８４】
　気液分離室７５の後上端部には貫通孔９２が形成され、この貫通孔９２はケース１３の
上面に形成された通路９３と連通している。ケース１３の右側面における貫通孔９２の後
側には貫通孔９４が形成され、この貫通孔９４は通路９３と連通している。
【００８５】
　図１３及び図１４に示すように、ケース１３の右側面における貫通孔９４の後斜め下方
には貫通孔９５が形成され、貫通孔９４と貫通孔９５とはケース１３の右側面に形成され
た逆Ｌ字状をなす通路９６を介して連通している。貫通孔９５は、ケース１３の左側面に
おける第１空気室１４と連通している。第１空気室１４の前下端部には、貫通孔９７が形
成されている。
【００８６】
　貫通孔９７はケース１３の右側面に開口しており、ケース１３の右側面における貫通孔
９７の下側には貫通孔９８が形成されている。貫通孔９７と貫通孔９８とはケース１３の
右側面に形成された略逆Ｕ字状をなす通路９９を介して連通している。貫通孔９８は、ケ
ース１３の左側面における第２空気室１７と連通している。第２空気室１７の後下端部に
は貫通孔１００が形成され、この貫通孔１００はケース１３の右側面における後下端部に
おいて開口している。
【００８７】
　ケース１３の右側面における差圧弁収容室７４の後斜め上方には貫通孔１０１が形成さ
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れ、貫通孔１００と貫通孔１０１とはケース１３の右側面に形成された略クランク状をな
す通路１０２を介して連通している。そして、貫通孔１０１は、ケース１３の左側面に形
成された第１インク室１５と連通している。
【００８８】
　次に、図１３～図１６を参照しながら、第１インク室１５から供給口６７に至るまでの
インク流路（液体流路）の構成について説明する。
　図１３及び図１４に示すように、第１インク室１５の流出口５０は、ケース１３の右側
面における細溝９１の下方に開口している。ケース１３の右側面における流出口５０の前
側には貫通孔１１０が形成され、流出口５０と貫通孔１１０とはケース１３の右側面に形
成されたＵ字状をなす流路１１１を介して連通している。貫通孔１１０は、ケース１３の
左側面に形成された第３インク室１６と連通している。
【００８９】
　第３インク室１６の下端部には貫通孔１１２が形成され、貫通孔１１２はケース１３の
右側面における貫通孔１１０の前側に開口している。ケース１３の右側面における貫通孔
１１２の下側には貫通孔１１３が形成され、貫通孔１１２と貫通孔１１３とはケース１３
の右側面に形成された直線状の流路１１４を介して連通している。貫通孔１１３は、ケー
ス１３の左側面に開口するとともに、ケース１３の左側面に形成された流路１１５を介し
て第２インク室１８と連通している。
【００９０】
　図１３及び図１６に示すように、第２インク室１８の流出口５３は、ケース１３の下面
に形成された流路１１６と連通している。図１４及び図１６に示すように、流路１１６は
貫通孔１１７と連通しており、貫通孔１１７はケース１３の右側面における差圧弁収容室
７４の前斜め下方に形成された貫通孔１１８と連通している。ケース１３の右側面におけ
る貫通孔１１８の上方には貫通孔１１９が形成され、貫通孔１１８と貫通孔１１９とはケ
ース１３の右側面に形成された流路１２０を介して連通している。
【００９１】
　貫通孔１１９は、ケース１３の左側面に形成された第４インク室２０と連通している。
第４インク室２０と連通する収容凹部２４内には貫通孔１２１が形成され、貫通孔１２１
はケース１３の右側面における前下端部に開口している。ケース１３の右側面における貫
通孔１２１の後方には貫通孔１２２が形成され、貫通孔１２１と貫通孔１２２とはケース
１３の右側面に形成された直線状の流路１２３を介して連通している。
【００９２】
　図１３、図１４及び図１６に示すように、貫通孔１２２はケース１３の下面に形成され
た流路１２４と連通し、流路１２４はケース１３の下面に形成された流路１２５と連通し
ている。流路１２５は、ケース１３の左側面に形成されたクランク状の流路１２６と連通
している。流路１２６はケース１３の左側面に形成された貫通孔１２７と連通しており、
貫通孔１２７はケース１３の右側面における差圧弁収容室７４と連通している。
【００９３】
　貫通孔１２７は、差圧弁収容室７４の中心部に形成された貫通孔１２８と、差圧弁収容
室７４に形成された流路１２９を介して連通している。貫通孔１２８はケース１３の左側
面に開口している。貫通孔１２８はケース１３の左側面に形成されたＬ字状の流路１３０
を介してケース１３の下面に形成された流路１３１と連通している。流路１３１はケース
１３の下面に形成された流路１３２と連通しており、流路１３２はケース１３の右側面に
形成された貫通孔１３３と連通している。
【００９４】
　ケース１３の右側面における貫通孔１３３の後方には貫通孔１３４が形成され、貫通孔
１３３と貫通孔１３４とはケース１３の右側面に形成された直線状の流路１３５を介して
連通している。そして、貫通孔１３４は、ケース１３の下面に形成された供給口６７と連
通している。
【００９５】
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　図４、図６及び図１３に示すように、流路１２６及び流路１３０は、第２インク室１８
のインクを供給口６７へ導くインク流路（液体流路）の一部を構成している。このインク
流路（液体流路）は、当該インク流路の底壁及び側壁を形成する流路形成溝Ｍと、流路形
成溝Ｍの開口を塞ぐ第１封止フィルム２５とによって構成されている。したがって、流路
形成溝Ｍは、流路１２６及び流路１３０を構成している。
【００９６】
　また、収容室形成凹部１９の深さ方向である左右方向を高さ方向とした場合、流路形成
溝Ｍにおけるプリズム部２３ａ（プリズム部材２３）よりも下流側の側壁（第１壁；流路
１２６及び流路１３０の側壁）の高さは、収容室形成凹部１９の側壁（第２壁）の高さよ
りも低く且つ小収容室形成凹部２１の側壁（第３壁）の高さと同じになっている。そして
、小収容室形成凹部２１の開口は、流路形成溝Ｍの開口とともに、第１封止フィルム２５
によって封止される。なお、第４インク室２０は、インク流路（液体流路）におけるプリ
ズム部２３ａ（プリズム部材２３）が配置された位置（収容凹部２４）から上流側に形成
されている。
【００９７】
　次に、インクカートリッジ１１において、ケース１３に蓋部材３０を組み付ける際の作
用について説明する。
　図２及び図４に示すように、ケース１３に蓋部材３０を組み付ける場合には、蓋部材３
０をケース１３の開口部１２を塞ぐようにケース１３に組み付ける。すると、蓋部材３０
は、蓋本体３１がケース１３の開口部１２を塞ぎ、前舌片部３２がケース１３の前側面に
おける左端部に重なり、後舌片部３３がケース１３の後側面における左端部に重なり、下
舌片部３４がケース１３の下面における左端部に重なる。
【００９８】
　このとき、蓋部材３０の下舌片部３４に形成された各凹部３４ａは、ケース１３の下面
に形成された各凸部４３とそれぞれ嵌合する。これにより、ケース１３に蓋部材３０が組
み付けられる。この場合、プリズム部材２３は、ケース１３の下面における下舌片部３４
から離れた位置（ケース１３の下面における開口部１２側とは反対側の右端部）で露出し
ているため、下舌片部３４と接触して傷つくことが抑制される。
【００９９】
　また、上述のケース１３への蓋部材３０の組み付け作業において、蓋部材３０を誤って
ケース１３における開口部１２とは反対側の右側面に組み付けようとした場合であっても
、蓋部材３０の下舌片部３４に形成された各凹部３４ａは、ケース１３への蓋部材３０の
取着方向（左右方向）においてプリズム部材２３の露出位置と対応していない。このため
、下舌片部３４に形成された各凹部３４ａがプリズム部材２３と接触することが抑制され
る。
【０１００】
　この場合、たとえ各凹部３４ａがプリズム部材２３と接触したとしても、各凹部３４ａ
は突出部を有していないため、各凹部３４ａがプリズム部材２３を傷つけることが抑制さ
れる。したがって、プリズム部材２３は、ケース１３への蓋部材３０の組み付け作業にお
いて、好適に保護される。
【０１０１】
　次に、インクカートリッジ１１をカートリッジホルダー４５に装着する際の作用につい
て説明する。
　図９及び図１０に示すように、インクカートリッジ１１をカートリッジホルダー４５に
装着する場合には、まず、インクカートリッジ１１を正しい姿勢向きでプリンター（図示
略）のカートリッジホルダー４５に挿入する。すると、回路基板６４の端子６４ａが接続
端子６５と接触するとともに嵌合凸条３２ａが嵌合凹条４６と嵌合した状態で、係合レバ
ー６２の係止爪６２ａが係止凹部６３に係止される。これにより、インクカートリッジ１
１のカートリッジホルダー４５への装着が完了する。
【０１０２】
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　因みに、インクカートリッジ１１を誤って前後逆向きでカートリッジホルダー４５に挿
入すると、インクカートリッジ１１の前側面に配置された嵌合凸条３２ａがカートリッジ
ホルダー４５の側壁に当たるため、インクカートリッジ１１の前側が浮き上がるように傾
いた状態となる。このため、インクカートリッジ１１の下面における前端部で露出するプ
リズム部材２３がカートリッジホルダー４５の奥へ入り込むことが抑制される。したがっ
て、プリズム部材２３がカートリッジホルダー４５内の部材と接触して傷つくことが抑制
される。
【０１０３】
　また、カートリッジホルダー４５に装着されている状態のインクカートリッジ１１をカ
ートリッジホルダー４５から取り出す場合には、まず、ユーザーが親指を凹凸部４７に掛
けながら人差し指で係合レバー６２を押さえる。すると、係合レバー６２が弾性変形する
ことで、係止凹部６３による係止爪６２ａの係止状態が解除される。この状態で、インク
カートリッジ１１を上方へ引き抜くと、カートリッジホルダー４５がカートリッジホルダ
ー４５から取り出される。
【０１０４】
　このとき、インクカートリッジ１１と親指との間の摩擦力は、凹凸部４７によって高め
られるため、インクカートリッジ１１に対して親指が滑りにくくなる。したがって、ユー
ザーがインクカートリッジ１１を安定して持つことができる。
【０１０５】
　このとき、ユーザーがインクカートリッジ１１を持つ際に親指及び人差し指で触る凹凸
部４７及び係合レバー６２はインクカートリッジ１１の右端部に位置し、且つプリズム部
材２３はインクカートリッジ１１の下面における右端部で露出している。このため、イン
クカートリッジ１１がユーザーの親指及び人差し指を回転軸として例えば９０度程度回転
した場合であっても、プリズム部材２３の高さは維持される。このため、このインクカー
トリッジ１１の回転によって、プリズム部材２３が他の物にぶつかることが抑制される。
【０１０６】
　次に、カートリッジホルダー４５に装着されたインクカートリッジ１１の使用時の作用
について説明する。
　図１３に示すように、インクカートリッジ１１内のインクは、供給口６７からカートリ
ッジホルダー４５に設けられたインク供給針（図示略）を介してプリンター（図示略）側
へと供給される。そして、インクカートリッジ１１内のインクは、プリンター（図示略）
でのインクの消費に伴って、第１インク室１５のインク、第３インク室１６のインク、第
２インク室１８のインク、第４インク室２０のインクの順で、順次減っていく。
【０１０７】
　すなわち、第１インク室１５のインクがなくなると、第３インク室１６のインクが減り
始め、第３インク室１６のインクがなくなると、第２インク室１８のインクが減り始め、
第２インク室１８のインクがなくなると、第４インク室２０のインクが減り始める。
【０１０８】
　そして、図１１に示すように、第１インク室１５のインクが流出口５０から下流側へ流
出して残り少なくなると、インクは底面１５ａ上を伝って凹溝５１に流れ込む。このとき
、凹溝５１は、流出口５０に近い側の断面積が流出口５０から遠い側の断面積よりも小さ
くなっており、且つ流出口５０に向かうほど低くなるように傾斜しているため、凹溝５１
に流れ込んだインクは、毛細管力と重力とによって効率よく流出口５０へ導かれる。した
がって、第１インク室１５に残る残留インクが低減される。
【０１０９】
　また、図１２に示すように、第２インク室１８のインクが流出口５３から下流側へ流出
して残り少なくなると、インクは底面１８ａ上を伝って凹溝５４に流れ込む。このとき、
凹溝５４は、上記凹溝５１と同様に、流出口５３に近い側の断面積が流出口５３から遠い
側の断面積よりも小さくなっており、且つ流出口５３に向かうほど低くなるように傾斜し
ているため、凹溝５４に流れ込んだインクは、毛細管力と重力とによって効率よく流出口
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５３へ導かれる。
【０１１０】
　さらに、第２インク室１８の底面１８ａ上には、流出口５３を前後方向において挟むよ
うに、２つの四角柱状のブロック部材５５が設けられているが、各ブロック部材５５の側
面にはそれぞれ溝５５ａが凹溝５４に向かって延びるように（凹溝５４に交差する方向に
延びるように）形成されている。換言すれば、凹溝５４の少なくとも一部は、各ブロック
部材５５に形成されたそれぞれの溝５５ａの間に位置するといえる。このため、第２イン
ク室１８の底面１８ａ上における凹溝５４に対して各ブロック部材５５を挟んで反対側に
位置するそれぞれのインクは、溝５５ａによって凹溝５４側へ導かれた後、凹溝５４によ
って流出口５３へ導かれる。したがって、第２インク室１８に残る残留インクが低減され
る。
【０１１１】
　また、図６及び図１３に示すように、プリンター（図示略）でインクが消費されて第４
インク室２０のインクがなくなると、プリズム部２３ａを収容する収容凹部２４内のイン
クが減り始める。そして、プリンター（図示略）からプリズム部２３ａに光が照射され、
その照射された光の反射状態に基づいて収容凹部２４内のインクがプリンターによって無
いものと検出されるレベルまで収容凹部２４内のインクが減少すると、収容凹部２４内よ
りも下流側に残っている残留インクは使用できなくなる。このため、この残留インクは、
このまま使用済みのインクカートリッジ１１とともに廃棄される。
【０１１２】
　この点、本実施形態のインクカートリッジ１１では、収容室形成凹部１９の深さ方向で
ある左右方向を高さ方向とした場合、プリズム部２３ａを収容する収容凹部２４よりも下
流側のインク流路の一部を構成する流路１２６及び流路１３０の側壁の高さは、収容室形
成凹部１９の側壁の高さよりも格段に低くなっている。このため、流路１２６及び流路１
３０の側壁の高さを収容室形成凹部１９の側壁の高さと同じにする場合に比べて、流路１
２６及び流路１３０の容積が格段に小さくなる。
【０１１３】
　したがって、プリンター（図示略）によって収容凹部２４内のインクが無いものと検出
された時点での収容凹部２４内よりも下流側のインク流路に残る残留インクが低減される
。この結果、インクカートリッジ１１とともに廃棄される残留インクの量が低減される。
【０１１４】
　以上、詳述した実施形態によれば以下の効果を得ることができる。
　（１）ケース１３内の第１インク室１５内の底面１５ａ及び第２インク室１８内の底面
１８ａには、流出口５０，５３に向かって延びる凹溝５１，５４がそれぞれ形成されてい
る。このため、第１及び第２インク室１５，１８内に収容されたインクが残り僅かとなっ
た場合でも、インクを凹溝５１，５４によってそれぞれ流出口５０，５３へ導くことがで
きる。したがって、使用済みとなったインクカートリッジ１１の第１及び第２インク室１
５，１８に残る残留インクを低減することができる。
【０１１５】
　（２）ケース１３内の第１及び第２インク室１５，１８に形成された凹溝５１，５４は
、それぞれ流出口５０，５３に近い側の断面積が流出口５０，５３から遠い側の断面積よ
りも小さくなっている。このため、凹溝５１，５４に流入したインクを毛細管力によって
流出口５０，５３側へ効果的に導くことができる。
【０１１６】
　（３）通常、ケース１３における壁部は隣接する他の壁部と交差する角部から最も離れ
た中央部ほど強度が低くなっている。この点、本実施形態では、ケース１３内の第１及び
第２インク室１５，１８の凹溝５１，５４のうち、第２インク室１８の底面１８ａを形成
する壁部の前後方向の中央部に近い側の凹溝５４の断面積は、第１インク室１５の底面１
５ａを形成する壁部の前後方向の中央部から遠い側の凹溝５１の断面積よりも小さくなっ
ている。このため、ケース１３における第２インク室１８の底面１８ａを形成する壁部の
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強度が低下することを抑制することができる。
【０１１７】
　（４）ケース１３内の第１インク室１５の凹溝５１は、第１インク室１５の底面１５ａ
における第１インク室１５の前側の側壁５２に隣接する位置に形成されている。このため
、第１インク室１５の底面１５ａを形成する壁部が凹溝５１の形成によって強度が低下す
ることを、側壁５２に隣接する位置に凹溝５１を形成することによって抑制することがで
きる。
【０１１８】
　（５）ケース１３内の第１及び第２インク室１５，１８に形成された凹溝５１，５４は
、流出口５０，５３に向かうほど低くなるように傾斜しているため、凹溝５１，５４に流
入したインクを重力によって流出口５０，５３へ導くことができる。
【０１１９】
　（６）ケース１３内の第２インク室１８内の底面１８ａ上には、ブロック部材５５が設
けられ、ブロック部材５５の底面１８ａと交差する側面における底面１８ａと隣接する位
置には、底面１８ａに沿って延びる溝５５ａが凹溝５４に向けて形成されている。このた
め、第２インク室１８内における凹溝５４に対してブロック部材５５を挟んで反対側に位
置するインクを、溝５５ａによって凹溝５４側へ導くことができる。
【０１２０】
　（７）第２インク室１８内には、底面１８ａ上において凹溝５４を前後方向に挟むよう
に、２つのブロック部材５５が設けられている。このため、第２インク室１８内における
凹溝５４に対して各ブロック部材５５を挟んで反対側に位置するそれぞれのインクを、各
ブロック部材５５に形成された溝５５ａによって凹溝５４側へ導くことができる。
【０１２１】
　（８）インクカートリッジ１１のプリズム部材２３は、ケース１３の下面におけるケー
ス１３に対する蓋部材３０の取着方向（左右方向）において蓋部材３０から離れた側とな
る右端部で露出している。このため、ケース１３に蓋部材３０を取着する際にプリズム部
材２３が蓋部材３０と接触して傷つくことを抑制することができる。
【０１２２】
　（９）インクカートリッジ１１のプリズム部材２３はケース１３の下面に取着されるカ
バー部材４２によって部分的に覆われているため、カバー部材４２によってプリズム部材
２３を保護することができる。また、カバー部材４２は蓋部材３０とは別体であるため、
蓋部材３０とカバー部材４２とを一体形成する場合に比べて蓋部材３０を小さくすること
ができる。
【０１２３】
　（１０）ケース１３の下面における開口部１２側の端部（左端部）には、凸部４３が形
成され、蓋部材３０には蓋部材３０をケース１３に取着した際に凸部４３と嵌合可能な凹
部３４ａが形成されている。このため、ケース１３における開口部１２とは反対側（右側
）に蓋部材３０を取着しようとして凹部３４ａがプリズム部材２３に接触した場合でも、
蓋部材３０に凹部３４ａの代わりに凸部を設けて当該凸部がプリズム部材２３に接触する
場合に比べて、プリズム部材２３が傷つくことを抑制することができる。
【０１２４】
　（１１）ケース１３の凸部４３は、ケース１３に対する蓋部材３０の取着方向（左右方
向）においてプリズム部材２３の露出位置とは非対向となる位置に配置されている。すな
わち、蓋部材３０の凹部３４ａは、ケース１３に対する蓋部材３０の取着方向において、
ケース１３の凸部４３と対向する位置に設けられるものの、プリズム部材２３の露出位置
とは非対向となる位置に設けられている。このため、ケース１３における開口部１２とは
反対側（右側）に蓋部材３０を取着しようとした場合に、凹部３４ａがプリズム部材２３
に接触することを回避させることができる。
【０１２５】
　（１２）カバー部材４２は、プリズム部材２３の光照射面２３ｃの周囲全体を囲むよう
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にケース１３の下面に取着されているため、カバー部材４２によってプリズム部材２３の
光照射面２３ｃを複数方向からの外力に対して効果的に保護することができる。
【０１２６】
　（１３）プリズム部材２３は、ケース１３の下面における右前のコーナー部において露
出している。そして、蓋部材３０には、蓋部材３０をケース１３に取着した際にケース１
３における開口部１２と隣接する前側面に重なるように配置され、蓋部材３０が取着され
たケース１３を正しい姿勢向きでカートリッジホルダー４５に挿入して装着する際にカー
トリッジホルダー４５側に設けられた嵌合凹条４６に嵌合される嵌合凸条３２ａが設けら
れている。このため、インクカートリッジ１１を誤って姿勢向きを前後逆にしてカートリ
ッジホルダー４５に挿入しようとした場合には、嵌合凸条３２ａが嵌合凹条４６に嵌合せ
ずに、カートリッジホルダー４５の側壁に当たるようになる。したがって、ケース１３に
おけるプリズム部材２３側（前側）の部分が誤った姿勢向きのままでカートリッジホルダ
ー４５に挿入されることを回避することができる。よって、インクカートリッジ１１をカ
ートリッジホルダー４５に誤装着しようとした場合でも、嵌合凸条３２ａによってプリズ
ム部材２３がカートリッジホルダー４５内の部材にぶつかることを抑制することができる
ので、プリズム部材２３を保護することができる。
【０１２７】
　（１４）ケース１３における開口部１２と隣接する前側面（プリズム部材２３側の側面
）の右端部（プリズム部材２３側の端部）における上端部には、凹凸部４７が形成されて
いる。このため、ユーザーがインクカートリッジ１１を持つ際に凹凸部４７に指を掛ける
ことで、指が滑り難くなるので、インクカートリッジ１１を安定して持つことができる。
【０１２８】
　（１５）インクカートリッジ１１では、収容室形成凹部１９の深さ方向である左右方向
を高さ方向とした場合、プリズム部２３ａを収容する収容凹部２４よりも下流側のインク
流路の一部を構成する流路１２６及び流路１３０の側壁の高さは、収容室形成凹部１９の
側壁の高さよりも低くなっている。このため、流路１２６及び流路１３０の側壁の高さを
収容室形成凹部１９の側壁の高さと同じにする場合に比べて、流路１２６及び流路１３０
の容積を小さくすることができる。したがって、プリンター（図示略）によってプリズム
部２３ａが収容された収容凹部２４内のインクが無いものと検出された時点での収容凹部
２４内よりも下流側のインク流路に残る残留インクを低減することができる。
【０１２９】
　（１６）ケース１３内のインク流路におけるプリズム部２３ａが配置された位置から上
流側には、第２インク室１８よりも容積の小さい第４インク室２０が形成されている。そ
して、左右方向を高さ方向とした場合に、第４インク室２０を形成する小収容室形成凹部
２１の側壁の高さは、流路１２６及び流路１３０を形成する流路形成溝Ｍの側壁の高さと
同じになっており、小収容室形成凹部２１の開口は、流路形成溝Ｍとともに第１封止フィ
ルム２５によって封止されている。このため、プリズム部材２３が第２インク室１８より
も容積の小さい第４インク室２０に配置されるため、プリズム部材２３を第２インク室１
８に配置する場合に比べて、プリズム部材２３の位置でインクが無いものと検出された後
に残る残留インクを低減することができる。
【０１３０】
　（１７）ケース１３内において第４インク室２０は第２インク室１８内に配置されてい
るため、第４インク室２０を第２インク室１８の外に配置する場合に比べて、ケース１３
を小さくすることができる。
【０１３１】
　（１８）ケース１３内において小収容室形成凹部２１には小収容室形成凹部２１よりも
小さい収容凹部２４が形成され、収容凹部２４にプリズム部２３ａが配置されている。こ
のため、プリズム部２３ａ（プリズム部材２３）を小収容室形成凹部２１に配置する場合
に比べて、プリズム部２３ａの位置でインクが無いものと検出された後に残る残留インク
をより一層低減することができる。
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【０１３２】
　（１９）収容凹部２４の深さはプリズム部２３ａの高さよりも深いため、プリズム部２
３ａを収容凹部２４によって完全に収容することができる。
　（２０）収容凹部２４は、その上方において小収容室形成凹部２１（第４インク室２０
）と連通している。このため、小収容室形成凹部２１内のインクが無くなってから収容凹
部２４のインクが無くなるので、収容凹部２４にプリズム部２３ａを収容することで、ケ
ース１３内のインクの有無又は量を精度よく検出することができる。
【０１３３】
　（２１）小収容室形成凹部２１の開口は第１封止フィルム２５を溶着することによって
封止され、収容室形成凹部１９の開口（開口部１２）は、第２封止フィルム２８を溶着す
ることによって封止されている。そして、小収容室形成凹部２１の側壁における第１封止
フィルム２５が溶着される先端面２６は、第２封止フィルム２８が溶着される収容室形成
凹部１９（第２インク室１８）の側壁の先端面の凸条２７よりも厚さが厚くなっている。
このため、小収容室形成凹部２１の側壁の先端面２６に対する第１封止フィルム２５の溶
着強度を、収容室形成凹部１９の側壁の先端面の凸条２７に対する第２封止フィルム２８
の溶着強度よりも高くすることができる。
（変更例）
　なお、上記実施形態は以下のように変更してもよい。
【０１３４】
　・２つのブロック部材５５は必ずしも凹溝５４を挟むように配置する必要はなく、凹溝
５４の一方側に２つのブロック部材５５を配置するようにしてもよい。
　・２つのブロック部材５５のうち少なくとも一方の溝５５ａを省略してもよい。
【０１３５】
　・２つのブロック部材５５のうち少なくとも一方を省略してもよい。
　・各ブロック部材５５は、必ずしも四角柱状に構成する必要はなく、例えば円柱状に構
成してもよい。そして、各ブロック部材５５は、溝５５ａが凹溝５４に向かって延びるよ
うに配置されている部材（壁など）によって構成されることが好ましい。
【０１３６】
　・凹溝５１，５４は、必ずしも流出口５０，５３に向かうほど低くなるように傾斜させ
る必要はない。
　・凹溝５１は、必ずしも第１インク室１５の底面１５ａにおける第１インク室１５の前
側の側壁５２に隣接する位置に形成する必要はない。
【０１３７】
　・ケース１３内の第１及び第２インク室１５，１８の凹溝５１，５４のうち、第２イン
ク室１８の底面１８ａを形成する壁部の前後方向の中央部に近い側の凹溝５４の断面積は
、必ずしも第１インク室１５の底面１５ａを形成する壁部の前後方向の中央部から遠い側
の凹溝５１の断面積よりも小さくする必要はない。
【０１３８】
　・凹溝５１，５４は、必ずしも流出口５０，５３に近い側の断面積が流出口５０，５３
から遠い側の断面積よりも小さくなるようにする必要はない。凹溝５１，５４は、断面積
が全て一定であってもよいし、流出口５０，５３に近い側の断面積が流出口５０，５３か
ら遠い側の断面積よりも大きくなっていてもよい。
【０１３９】
　・第１インク室１５内の底面１５ａを、流出口５０側に向かうほど低くなるように傾斜
させるようにしてもよい。
　・２つの凹溝５１，５４のうち少なくとも一方を凸条に変更してもよい。この場合、凸
条が流出口５０，５３へインク（液体）を誘導する液体誘導部として機能する。
【０１４０】
　・第３及び第４インク室１６，２０の底面上に、貫通孔１１２及び収容凹部２４に向か
って延びる凹溝をそれぞれ形成するようにしてもよい。このようにすれば、第３及び第４
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インク室１６，２０の底面上のインクを凹溝によって貫通孔１１２及び収容凹部２４へそ
れぞれ導くことができる。
【０１４１】
　・第１～第４インク室１５，１８，１６，２０は、互いの大小関係を任意に変更しても
よい。
　・ケース１３内に形成される液体収容室の数は、１つ以上であれば任意に変更してもよ
い。
【０１４２】
　・ケース１３に形成された凹凸部４７は、省略してもよい。
　・ケース１３の下面におけるプリズム部材２３の露出位置は、必ずしもコーナー部であ
る必要はない。
【０１４３】
　・ケース１３の下面におけるプリズム部材２３の露出位置は、必ずしも嵌合凸条３２ａ
側の端部（前端部）である必要はない。
　・カバー部材４２は、必ずしもプリズム部材２３の光照射面２３ｃの周囲全体を囲むよ
うにケース１３の下面に取着する必要はない。すなわち、カバー部材４２は、プリズム部
材２３の光照射面２３ｃの周囲の一部を囲むようにケース１３の下面に取着するようにし
てもよい。
【０１４４】
　・ケース１３の凸部４３は、必ずしもケース１３に対する蓋部材３０の取着方向（左右
方向）においてプリズム部材２３の露出位置とは非対向となる位置に配置する必要はない
。すなわち、ケース１３の凸部４３は、ケース１３に対する蓋部材３０の取着方向（左右
方向）においてプリズム部材２３の露出位置と対向する位置に配置するようにしてもよい
。
【０１４５】
　・ケース１３に形成された凸部４３及び蓋部材３０に形成された凹部３４ａは、省略し
てもよい。
　・カバー部材４２は、プリズム部材２３の全体を覆うようにケース１３の下面に取着し
てもよい。この場合、インクカートリッジ１１をプリンター（図示略）のカートリッジホ
ルダー４５に装着した際に、プリンター側からプリズム部材２３に光が照射されるように
、カバー部材４２を透光性の材料で構成することが好ましい。
【０１４６】
　・インクカートリッジ１１のプリズム部材２３は、ケース１３の下面におけるケース１
３に対する蓋部材３０の取着方向（左右方向）において中央部よりも蓋部材３０から離れ
た側の位置であれば、任意の位置で露出するようにしてもよい。
【０１４７】
　・第１封止フィルム２５は、ポリプロピレン（ＰＰ）層と、ポリエチレンテレフタレー
ト（ＰＥＴ）層と、ポリアミド（ナイロン）層とを含む多層フィルムによって構成されて
いるとしたが、ポリアミド層を省略した構成としてもよい。
【０１４８】
　・第１封止フィルム２５は、上記実施形態の構成に加えて、さらに、印刷層と、インク
の蒸発抑制機能を有するバリア層とのうち少なくとも一方を含むようにしてもよい。この
場合、第１封止フィルム２５は第２封止フィルム２８と異なり、その両面がインクと接す
る配置であるため、第２封止フィルム２８と異なる層構成とすることが好ましい。
【０１４９】
　・小収容室形成凹部２１の側壁における第１封止フィルム２５が溶着される先端面２６
の厚さは、必ずしも第２封止フィルム２８が溶着される収容室形成凹部１９（第２インク
室１８）の側壁の先端面の凸条２７の厚さよりも厚くする必要はない。
【０１５０】
　・収容凹部２４は、必ずしもその上方において小収容室形成凹部２１（第４インク室２



(21) JP 6060574 B2 2017.1.18

10

20

30

０）と連通する必要はない。すなわち、収容凹部２４は、例えば、その側方において小収
容室形成凹部２１（第４インク室２０）と連通するようにしてもよい。
【０１５１】
　・収容凹部２４の深さは、必ずしもプリズム部２３ａの高さよりも深くする必要はない
。すなわち、収容凹部２４の深さは、プリズム部２３ａの高さと同じであってもよいし、
プリズム部２３ａの高さよりも浅くてもよい。
【０１５２】
　・収容凹部２４を省略し、プリズム部２３ａ（プリズム部材２３）を小収容室形成凹部
２１に配置するようにしてもよい。
　・第４インク室２０は、ケース１３内において、必ずしも第２インク室１８内に配置す
る必要はない。すなわち、第４インク室２０は、ケース１３内における第２インク室１８
の外部に形成するようにしてもよい。
【０１５３】
　・左右方向を高さ方向とした場合に、第４インク室２０を形成する小収容室形成凹部２
１の側壁の高さは、必ずしも流路１２６及び流路１３０を形成する流路形成溝Ｍの側壁の
高さと同じにする必要はない。
【０１５４】
　・小収容室形成凹部２１の側壁の先端面２６の幅を凸条２７の幅よりも大きい構成とし
たが、単純に第１壁の厚さが第２壁の厚さよりも厚い構成としてもよい。
　・液体収容容器は、インクジェット式プリンターに装着されて使用されるインクカート
リッジ１１に限らず、例えば、ファクシミリや複写機等に用いられる印刷装置や、液晶デ
ィスプレイ、ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）ディスプレイ、あるいは面発光ディスプ
レイの製造などに用いられる電極材や色材などの液体を噴射する他の液体噴射装置に装着
される液体収容容器に適用してもよい。また、バイオチップ製造に用いられる生体有機物
を噴射する液体噴射装置、さらには精密ピペットとしての試料噴射装置に装着されて使用
される液体収容容器に適用してもよい。
【符号の説明】
【０１５５】
　１１…液体収容容器の一例としてのインクカートリッジ、１２…開口部、１３…ケース
、１５…液体収容室を構成する第１インク室、１６…液体収容室を構成する第３インク室
、１８…液体収容室を構成する第２インク室、２０…液体収容室を構成する第４インク室
、２３…光学部材の一例としてのプリズム部材、３０…蓋部材、３２ａ…被嵌合部の一例
としての嵌合凸条、３４ａ…凹部、４２…カバー部材、４３…凸部、４５…装着部の一例
としてのカートリッジホルダー、４６…嵌合部の一例としての嵌合凹条、４７…凹凸部。
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